

















常務理事 名古屋市会議 、名城大学教授・名誉教授などを歴任し、一九六八（昭和四十三）年死去。詳細な経歴は年譜にまとめたが、戦前戦後を通じて社会的地位・名誉が く、日一つ幅広く活躍していたことが分かる。
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明治41 年 1908 南満洲鉄道株式会社入社
明治43年 3 月～大正 2 年 3 月 191(ト1913 米国間学、 ドイツ・フランス・イギリス
（または明治4311: I 月～明治45{f. 5 月） (1910-1912) 等を視察
大正 3 年 1914 南満洲鉄道株式会社埠.uJPH務所上海支所に赴任（のち支所長）
大正 7 年 1918 上海居留民団行政委員




大正 8 年 12月～大正IO年 IO月 1919-1921 上海Jis留民団行政委員会議長・伊吹山徳司氏死去のため、行政委n会議長に就任
大正 9 年12月～II日和 2 年！月 1920-1927 上海共同組界参事会員
大正13年 2 月 1924 南満洲鉄道株式会社上海事務所長
昭和 2 年4 月 1927 南満洲鉄道株式会社総裁室情報課長
昭和 2 年～昭和 1 年 1927-1928 東亜同文会評議ll 
昭和 4 年 1929 帰国
昭和 6年～昭和23年 1931-1948 名古民高等商業学校講師
昭和 IO年～昭和20年 1935-1945 新愛知新聞社、中部日本新聞社常務理事
昭和 17年～昭和22年 1942-1947 名古屋市会議日
昭和24年～昭和42年 3 月 1949-1967 名城大学教授、名誉教授
昭和28年 1953 オリエンタル中村百貨店顧問
昭和43：年 l 月 18 日 1968 87歳で永眠
出典： r沼友』 18号（上海東亜同文書院同窓会、 1922年 I J-J) 、東亜同文書院 r創立三十周年記念 東亜
同文書院誌』（ 1930.ij：：）、上海居留民団編 r上海居間民団三十五週年記念誌』（ 1942.年）、伊藤武雄
ら解説『現代史資料31 満鉄』（みすず｛＇t房、 1966年）所収の『南満洲鉄道株式会社組織去」、樫
木健古 r慢木俊一座談録』（中央公論事業出版、 1968年、非売品）、原敬文書研究会編 r書翰筒二
原敬関係文古 第二巻』（日本放送出版協会、 l984'ij：）、井村哲郎編『満鉄調査部一関係者の証言』
（アジア経済研究所、 1996年）、上海市柏案館編「l：部局資事会会議録』第二十一Ill卜第二十二冊・














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































れた「上海日本人町内会連合会」 とである。「町内会連合会」は統制機関であり自治工作 統一を図るという性格を有していた。一九二五（大正 四）年には町内会数四十に増加したため、指導機構を完成するために「町内会連合会」は「上海日誠一人各路連合会」（以下、「各路連合会」と略記）と改めら る。
「町内会連合会」「各路連合会」の活動の一つとして、組
界当局への権利拡張の主張が挙げられる。工部局警察へ日本人警察官採用運動がそ に該当す 。『上海居留民団三十五周年記念誌」によれば、一九一五（大正四）年の「対抗十二十一ヵ条要求」に反対する反日運動が上海でも展開され、日本人居留民 不安も高まっ めに「町内会連合会」は工部局警察に対して日本人警察官の採用を主張し実現させた。さらに「工部局警察日本隊」を結成させるべく活動し、一九二ハ（大正五）年十一月 実現させ る以後、「町内会連合会」「各路連合会」は絶え間なく工部局
57 栂＊＇を・氏関係資料につ·.，て
に日本隊増員を要抹し、を目指して活動した。したがって、この会議録にある「町内会連合会」の行動は、こうした租界当局への要求を反映したものということができる。この件の顛末は不明である。だが、日本人野察官に関する問題はこれで終わらなかった。一九一二年十二月十四日に参事会が辞表を受理 日本人警察官・オオクシの辞職問題が、日本人社会 発行され い 『
k
海日日新聞」に
掲載されたのだ 、紙面にはオオクシを支持し、参事会に反対する内容の記事 載ったのである。翌一九二二年一月十一日の参事会において、健一同務処長は記事の大部分が全くの担造であり、日本総領 （注｜当時の総領事は船津辰一郎）がペ上海日日新聞
L
の編集者に対して、事実に基き声





確信を表明したが、そ によりスミス議長と 総領事との而会が実現し、総領事が今後の取材記事に関する措院について述べるというように、事態収拾に大きな役割を果たした。共同租界運営 一員として冷静に判断し対応 た様子が溺える。次節で述べる 上海居留民団に傍わる中で日本人社会の内実に触れたからこそ、とれた言動であろう。次に、日本人学校への補助金申請問題についてみていく。一九二五（大正十四）年十月二十八日、参事会の席上で
日本教育研究委員会が日本人学校のため 補助申請を行った。この委員会が如何なる組織であるのか不明だ 参事会は理解を示しつつも民族学校には補助金を出せない いう工部局の一貫した原則に基づき、補助中請は受理できないという認識に至った。これに対して、楼木氏は日本人居留民の子弟教育への負
(iii ；え： .•r 院；／i.: ；念者i VOL. I :1 :i8 




































は以前の我々の意見 殆ど一致する」 述べた。そして議長は新聞に載ったニュースに触れ、日本の各工場での労使双方の平和的解決の吋能性について述べた。機木氏は「話し合いは行われているが、その結果が最後はどう かは分からない」との考えを示した。また「日本紡績工場の経営者たちは、彼らの巨大な利議に着服して、イギリス商業会議所の意見には不賛成であろう」との見解を示してい八月十三日の参事会では、前日に来訪した在支日本紡績同業会 長（注｜会長 谷口一民蔵）が日本 工場 電力を回復するように求めてきたが、中国人労働者がいない以上それは不可能なことを伝え、同会長は日本人労働者を使用して電力回復を行 ことを提案したが、そ は不可能であると回答した、というフエツセンデン議長 報告があった。桜木氏は、工部局は一切の可能な措置をとり 中国人労
働者の電気処への復職を保証すべきであると主張した。そして、工部局の立任はあらゆる子段を尽くして上海 工業




参事会員を辞職する。フェッセンデン議長は、樫木氏が参事会に支持と協力をしてくれ こ に感謝の怠を示し、そして日本人居留民と工部局の関係が友好的で訪ったのは桜木氏の支持と協力が大きい、と褒め讃えている。桜木氏の言動は参事会員として共同租界の安定を丞視する姿勢を貫いていたように思える。ただ、客観的 みれば中国民族運動と対峠する立場 立つことにもなりかねなかった。この点については後ほど改めて検討することにしたい。









































察官が衝突し、日本人に死似者 出る事件 発生し 。もともとは日本水兵と中国 警察官の口論が発端であったが、
－船）














は殆ど途絶の有様となり、通学訟中 児童が 人から暴行を受けた件数も多かった いう。児童の中で怪我をした者は一人もいなかったようだが 日本人側としても態度が硬化し、二個師団ほどの軍隊の出動をなすべしとの声が巷で聞かれる程であった。この に非常に険悪な状況下機木氏は前記の有吉明 伊吹山徳司ととも 、日本人国人との間で衝突事件が発生しない 危機的状況を回避すべく努める。世話 として日本人六十名棋を選んで主張を述べ、彼等の受け持ち地区に居住する日体人に戸別訪問的に主張を伝えてもらうなどの手段をとった。慢木氏は当時を回顧して「静かに猛烈なる排日騒ぎを突破し得（托血気にはやるが如き行動が一つも かった」と述べて る。今回、調査期間が限られたこともあり、日本人と中凶人
[ii］；定方院記念持l VOi.. 1:1 62 


















かび上がったのは、棲木氏は狭い視野に捕われることなく、公共の利益や安定を重視する姿勢を貫いたということである。樫木氏が赴任していた時期の上海は、中国民族運動が高揚して租界と対峠する状況であり、日本人社会も派閥争いが生じ、また日本人と中国人の衝突事件が生じるなど、あらゆる意味で正に激動期だったといえ 。こうした状況下で、氏は日本人社会と共同租界の双方の行政に携わったが、本論で明らかになった様々な言動 みると、それぞれの役職においてもこの姿勢は一貫していたように思える。棲木俊一氏長男・健古（たけふる）氏は、父上がスケールの大きな人物だったと評価し、その理山 、明治という国運の興隆期に青年期の人格形成がなされ こと 若くして諸外国を渡り歩いたこ 、中国人と 接触が長く深くて、その大陸的な性格の感化や影響を受け こと どを
（ω
） 
可能性と 挙げている。桜木氏がどれほどの中国人と日常的に接して たかについては定か ないが 健古氏も指摘しているように、少なくとも若 時か 中国 長年生活し欧米にも視察留学で出掛けるといっ 経験が、先に述べたような棲木氏の姿勢の形成に大きな影響を与えたことは間違いないだろう。そしてそ 姿勢は日本 帰国後もさらには戦後も精力的に活躍 たことをみて 、桜木氏人格の中核を成 ていたと言えるの はないだろうか。さて、根木氏が租界行政に携わり租界の安定に努めた点のみを以てすれば、中国民族運動に対峠する立場にあったと捉えることができるかも知れない 確かに、客観 にみればそ 見方は否定できな だろうが、これは機木氏が中国民族運動をどのように認識し、評価していた という点
同文 ,If 院， lt:念者i VOL t:l fi4 




























































































































































































































































































































川文舟院記念~l VOL l:l 66 
（引）中内て郎「
Mm留民団の法的性質」八百、三十
1
・二十四頁（『文郡研究』第
五十八け、．九四．年）、同「居留民間の地位、事務比院持」六ト・
JJH
（『文
郎研究」第六トリ、．九州→年）。
（必）前倒『肘制民間必」九ト刊
H
。
（川町）同前・．七一
J
．1
一七六頁。なお、一九二五（ト八正十四）年に居留民会議
員定数は六十名・任期二年と変更になった三 間 団誌』一七六頁）。
（判）前掲『肘悶民同誌」一七四百。なお、一九・：丸（大正十四）年に行政蚕
H
定数はじれと変．史になった（『印刷向川氏川必」．七仁川川）
0
（伯）制的・一七八
43
．八
... H
。
（MW）前掲『居留民団誌」一八七
1
一八八頁、一二四七頁、三四九頁、一一凶九
民。なお、一八八百の記述には大正八年とあるが誤りである
（灯）同前・．一五
OH
。
（制）川的。（相）刷前・一一五一一目。（叩）前拘『上海史」一五五頁。パリ講和会議から「五四逝動」に至る過程に
ついては、前掲「アジアの歴史と文化
5
中国史｜近・剖代史竺コ．八
43
．問問一氏などを参附。
（日）前掲「肘制民間必』
.. 
問六、一一凹七百。
（臼）同前・一一四六．良。（臼）間前。（M
）川前・九
O
七一目。
（部）同州・
.. 
0
.Ho 
（出）尚網前掲論文・
J一卜・一頁、四十百。
（一凶）前掲『ドキュメント附和
2
上海共同組界三八八
3
一八九頁。
（招）前掲『居留民間蒜』
J
一0
．H
。なお、後には上着派からも行政委
U
会
HN
が選出されるようになる（「肘印民同必」
MH
）。行政長
U
会長とは一
九二・
h
（トヘ正十四）年に行政委日会議長が改称されたもので、行政委
U
会議長代理は行政委員会副会長と改称された（『肘留民間誌』一七七頁）。
（悶）尚網前掲論文・四十八頁、住川光正「上海の日本人社会』七十七頁（『国
際都市上海」ト八阪政業
L入学産業研究所、一九九五年）。ただし、桂川氏は
「上打派」は必ずしもド肘民衆とはいえず、れらの力で
K
桝に生活諸般
を作りあげた人々であり、租界社会の中堅をなす自材業者がその実態
だったと述べる。この「土着派」の概念については検討の余地があるように思われる。
（ω
）前向『肘印刷民間必」一・
0
．H
。
（日）川前・．一．九七一向。（臼）同前・一
O
八
O
頁。
（閃）同前・一一五八百。（ω
）問的・．一五九ら一．
LハOH
。
（日）山水・”叩同文民
H院「削
LU
－－－十週年記念東．ゅ．
M文内院必」・
h山内
H
（．九：・
。年）、棚田木俊．「故行川副院
HK
に就て」
73
・一
H
（『沼友」十八け、上拘束
亜同文書院同窓会、一九二二年一月）。
（ω）慢木健市『摺木俊一座談録」卜
JH
（中央公論ポ業出版、．九六八年発
行、非光
H川）。
67 偲木俊一氏関係資料について
